
きき手　尾崎一夫
毎週土曜日放送 毎週日曜日放送

１１月０１日　関東地区リスナーの集い in 淀橋教会（３）
１１月０８日　長沢善行・千石剛 in 久里浜福音教会
１１月１５日　JETROエクアドル初代駐在員　三上賢悦（１）
１１月２２日　JETROエクアドル初代駐在員　三上賢悦（２）　
１１月２９日　JETROエクアドル初代駐在員　三上賢悦（３

１１月０２日　聖書の見所をたずねて：聖書遊覧バス（７４）
１１月０９日　聖書の見所をたずねて：聖書遊覧バス（７５）
１１月１６日　リスナーからの「お便り交換の時間」
１１月２３日　聖書の見所をたずねて：聖書遊覧バス（７６）
１１月３０日　聖書の見所をたずねて：聖書遊覧バス（７７）

放送時間：日本時間　午前7時半~8時 17760kHz       (再放送)　午後8時00分~8時30分 15400kHz
（米国アリゾナ州制作／オーストラリア送信）

神奈川県横須賀市にある久里浜福音教会は、毎年「日本ふれあいの旅」の集会開催地とな
る。この教会は、スプリンガー宣教師が開拓し、尾崎先生が初代牧師となり、今は深澤牧
師親子が引き継いでいる。スプリンガー師の実兄は当時HCJB幹部だったし、古くからのリ
スナーは「アンデスの声を応援する会」事務局がここにあったことを覚えておられること
だろう。不思議な繫がりだ。日曜礼拝では説教があり、信者もそうでない方々も聖書が学
べる貴重な機会である。日本広しと言えどもベリカードや局名アナウンスの話が出てくる
説教はほかではきけない。礼拝後は二階ホールで昼食会。食後はそれぞれが自己紹介をし
ながらのおしゃべり。ほとんどの方がそれぞれにお宝グッズを持って来ているので、それながらのおしゃべり。ほとんどの方がそれぞれにお宝グッズを持って来ているので、それ
らを拝見するのも楽しみだ。ＨＣＪＢという共通の話題で初対面であってもすぐに打ち解ける。尾崎先生の放送こぼれ話などが楽しく
て時間がどんどん過ぎていく。そのうち「長沢さん (右) と千石さん (左) はインタビューしたことがないので、この機会にやりましょう」
といきなりの無茶振り。「先生、心の準備が出来てません！・・」

 現在は神奈川県に引越し、近隣諸国の中波は聞こえないので夏のＥ
スポ時期にＦＭ放送を狙うことが多いが、パソコンの自動翻訳を利
用して現地語の受信レポートにもチャレンジ中。相手からも自動翻
訳した日本語の手紙が来ることがあり、そのデタラメ振りにニヤニ
ヤしているが、きっと向こうも私のデタラメレポートにニヤニヤし
ているに違いない。

さて録音も無事終わりそろそろお開きの時間。でもまだ終りではなさて録音も無事終わりそろそろお開きの時間。でもまだ終りではな
い。帰りの京急電車が第２次会の会場となり電車の中でも周りかま
わずダジャレ全開。いつまでも乗っていたかったが私の下車駅はも
うすぐそこ。仕方なく再会を約束しながら別れを告げ、走り去る電
車をホームから見送ったのだった。

という訳で、ここでちょっぴり私のＢＣＬライフをご披露したい。中学生からＢＣＬを始めＢＣＬ暦
は３７年位。岡山在住で昼間から近隣諸国の中波が入感したこともあり、韓国や中国の放送に興味を
持つようになる。名機クーガー２２００で勉強の合間にＫＢＳなどを良く聞いていた。ＫＢＳの「玄
界灘に立つ虹」でお便りを読んでもらうのが楽しみだった。HCJBは「ＬａＶＯＺ」の返信で余白に私
信を書いてくれていた。それを読むと人生の節目ごとに自分がいつ頃何をやっていたか振り返ること
が出来る。特筆すべきは高校入学報告に対するペナントの返信。「高校入学おめでとう」と大きく朱
書きされており、自分としては卒業証書より大事な人生の宝物になっている。ある時レポートに「先
生、教会に行っても祈る気になれないのです」と書いたら返事がきた。「祈りは車の運転と同じで『生、教会に行っても祈る気になれないのです」と書いたら返事がきた。「祈りは車の運転と同じで『
実行』することです」。「なるほど！」と私の目が開かれたことはいうまでもない。これを見せたら
先生曰く「いいことが書いてあるね～」「これはだって先生が書いたんでしょ。」で皆大笑い。


